


はじめに

永滝　稔

　ここに『CROSS ROADS』第 14 号をお届け致します。
　本号は『「下から」歴史像を再考する―全体性構築のための東アジア近現代史―』の
編者のお一人である伊藤俊介さんにエッセイをご執筆いただきました。この本は、近年
の Black Lives Matter 運動や＃ ME TOO 運動などに代表されるように、これまで虐げ
られ黙らされてきた人びとからの告発の声が世界中で高まっている事を踏まえ、歴史学
として何が問えるかに挑戦した論集です。
　また荻原魚雷さんによる連載「追分道中記」は、今回がいよいよ最終回ですが、とり
あげるのは草津宿です。群馬県の草津温泉ではありませんよ。私も含め関東人は間違え
る人もいるようですが、草津は草津でも近江（滋賀県）の草津です。ここでは東海道で
現存する本陣としては最大級のものを見学できるそうです。行ってみたい！
　なお、「連載　私が見た戦前の中国・台湾」ですが、先にお伝えしましたように、父
は 6 月に亡くなったものの、本号の分までは原稿を書き終えていたので、それをそのま
ま掲載し、次号からは父の自費出版本『昭和史の片隅で』という「自分史」の中から、
毎回の連載分量だけを分割して続きとして掲載する予定です。
　また、このページの下の広告にあるように、有志舎と提携している高円寺の古書店・
ブックカフェ・酒房である「コクテイル書房」は、大学研究室などの蔵書整理・買取な
どの経験も豊富な古書店です。研究者・読者の皆さん、ぜひ、お声がけください。
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　現在、我々は支配・被支配関係の中の暴力
や、社会内の矛盾と格差、人種差別や性差別
などの差別に満ちた現代社会に生きている
が、近年の BLM（Black Lives Matter）運
動や＃ ME TOO 運動などの告発運動の盛り
上がりに明らかなように、「下から」の告発
と実践による矛盾と暴力の克服こそは社会の
発展に不可欠となろう。そうした矛盾と暴力
の問題に歴史学の立場からも問いを立ててい
こうではないか。
　論集『「下から」歴史像を再考する―全体
性構築のための東アジア近現代史』は、この
ような考えを共有する、日本史・朝鮮史・中
国史を専門とする各執筆メンバーによる 17
点の論文からなり、第一部「政治文化・民衆
文化・民衆運動」、第二部「近代化・植民地
支配・戦争と民衆」、第三部「民衆像・他者
像への接近」、の３つの構成に分類してある。
　論集の企画について最初に話が上がったの
は 2019 年の６月頃だったと記憶している。
私は福島県に住んでいるのだが、ちょうど史
料調査で東北地方を訪れた愼蒼宇氏にお会い
する機会があり、その際は福島市内で久し振
りに思い出話に花を咲かせた。そのときに愼
氏と、翌年の３月に趙景達氏が千葉大学を退
職されるのを機に趙氏のゼミに参加していた
メンバーで集まって論集を出すのはどうだろ
うかという話になった。私は愼氏との会話の
中で 1998 年に千葉大学の大学院に入って以
降、ゼミの授業はもちろんのこと、年１～２
回の割合で行われていたゼミ合宿、さらには
大学院生の有志で組織した読書会や勉強会な
どでさまざまな研究者の方々と議論を交わし
た刺激的だった時間と日々を懐かしむととも
に、ふたたびその趙ゼミのメンバーが一同に
会して論集を出すという企画の内容に、私は
興奮気味に賛同したのを覚えている。その後、
同じくゼミに参加されていた小川原宏幸氏に

もお声がけをし、この３人を中心に―とはい
え両先輩に頼ること少なからずであったと反
省しているが―企画の実現に向けて動き始め
た。
　論集の企画には、千葉大学や明治大学の大
学院で歴史学を学び、今もさまざまに歴史学
とかかわりを持つゼミ出身者の多くの方々か
らの賛同をいただき、さっそく論集の刊行に
向けて第一歩を踏み出す運びとなった。とこ
ろで、論文の執筆にあたっては各執筆メンバ
ーが単に個々の論文を持ち寄るのではなく執
筆メンバー全員が共有する問題意識を論集の
テーマとして設定し、その上で各自が最新の
研究成果を発表する場に論集をしようという
ことになった。そうして、これまで民衆史・
思想史・政治文化の方法と視座の検討のもと
長年にわたり研究活動に勤しんできた我々
メンバーが共有する問題意識として設定され
たのが、知識人などのエリートや「国民」を
主語として描かれてきた歴史像を相対化する
ために提唱されてきた「『下から』の歴史学」
である。
　このテーマについては論集の「はじめに」
に詳しくのべているが、その概要をかいつま
んで述べておきたい。歴史を動かす要因の中
で歴史の変化と社会の発展の担い手に注目を
した視点の一つが、歴史の推進要因としての

「上から」の契機と「下から」の契機である。「下
から」の契機という考え方自体はマルクス主
義史学における革命路線をめぐる捉え方で論
じられているように、決して新しいものでは
ない。その後、マルクス主義史学の一国的・
近代主義的な発展段階論への批判が進められ
る中で 1960 年代には民衆史・民衆運動史が
登場し、国家とは異なる地域や社会、生活へ
の関心、民衆の経験の多義性に着目がされる
ようになった。だが 1980 年代以降のポスト
モダンと言語論的転回、さらには 1990 年代

著者エッセイ　『「下から」歴史像を再考する―全体性構築のための東アジア近現代史―』

執筆者が共有する「下から」という問題意識

伊藤俊介
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以降の「国民国家」論や帝国論、「植民地近代」
論などが旺盛になる中で民衆史的な問題関心
は後方に追いやられ、「下から」の契機を全
否定する見解まで登場する。2000 年代に入
るとこうした研究潮流に対する批判が現れる
が、それでも「下から」という視座はいまだ
歴史学の主流とはなり得ていない。しかしな
がら、これまで「下から」「上から」という
視点を用いて来た歴史学こそ、改めて「下か
ら」歴史を再考する方法を検討し、かつ全体
像を問いなおすという作業を求められている
のではないか、そして「転回」以降に展開さ
れた学問潮流に対する本格的な見直しが必要
となるのではないか。こうした問題意識を共
有して「下から」歴史像を再構築することを
目的に各々が論文の執筆に当たろうというこ
とになった。
　さて、テーマの設定後、12 月の末に顔合
わせを兼ねた１回目の研究会を開き、各執
筆メンバーの論文構想を発表しあうととも
に、今後のスケジュールについて検討した。
そうして、論集の刊行に向けて各々の議論が
深められるように、これまでのゼミのスタイ
ルを踏襲して合宿を行った後、数回の中間報
告会を開いて各メンバーの進捗状況を確認し

ながら執筆と編集の作業を進めようというこ
とが決まった。研究視座や検討対象、方法論
や見解などは執筆メンバーにおいてさまざま
だが、いずれの論文も「下から」歴史を捉え
なおすという論集の共通した問題意識のもと
に論旨を展開し、これまでの既存研究の評価
に対する再検証と問題提起を試みることとし
た。
　ところが、その直後から猛威を振るい始め
た新型コロナウイルスの影響を受け企画の履
行にもさまざまな困難が生じた。特に私個人
としては久し振りに昔のように実際に会って
熱い議論を交わす時間を持てると楽しみにし
ていただけに少しだけ寂しい気持ちになった
時期もあった。またウィルスの流行による通
常業務の増加や慣れない遠隔会議の運用など
も関係して当初のスケジュールが中止を余儀
なくされることも生じたが、それでも執筆メ
ンバーの熱意と努力によってオンライン上で
企画会議や研究会を開きつつ作業を進めてい
き、ここに無事刊行できたことをたいへん嬉
しく思う。

Information

『「下から」歴史像を再考する―全体性構築
のための東アジア近現代史―』

伊藤俊介・小川原宏幸・愼蒼宇　著

A5 判、ハードカバー
430 ページ
定価（本体 8,600 円＋税）
ISBN978-4-908672-55-2
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　自分の一生の限られた時間の中で何ができ
て何ができないか。今さら何をやっても付け
焼き刃にしかならないのではないか。仕事で
も何でも手を広げすぎるとうまくいかない。
かといって絞り込みすぎると行き詰まる。
　街道歩きをはじめて以来、たえずそのこと
を自問自答している。全国各地の宿場町を
見たい、旧街道を歩きたい。できれば天候
不順の日は避けたい。何年かかるのだろう。
五十二歳のわたしは一日に歩ける時間や距
離に限度がある。目安は三、四時間、十二～
十六キロくらい。無理をすれば、翌日、膝が
痛くなる。
　いっぽう若いころと比べると、一つの町で
のんびり過ごす旅が好きになった。
　――「追分道中記」の最終回をどの町にす
るか悩んだ末、滋賀県の草津宿に決めた。関
東の人には草津というと群馬の温泉のほうを
思い浮かべるかもしれない。滋賀の草津も「よ
いとこ」ですよ。
　わたしの郷里の三重県は滋賀県と隣接して
いる。ただ、東海三県（愛知・岐阜・三重）
への帰属意識の強いわたしは滋賀を遠く感じ
ていた。滋賀出身（近江八幡）の古い友人も
いるが、言葉もちがうし、テレビやラジオの
放送圏もちがう。だから隣接県といってもピ
ンとこない。
　三重から京都、あるいは京都から三重を行
き来するさい、近鉄（滋賀県ではなく奈良県
を通る）を利用することが多いのだが、ＪＲ
関西本線＋ＪＲ草津線のほうが安くて早い。
途中、草津駅で乗り換える。何度となく草津
駅で乗り換えていたのに、わたしは四十代半
ばすぎまで駅の外に出たことがなかった。
　郷里の家からバスでＪＲの亀山駅に行き、
そこから草津駅までは一時間十分くらい。鈴
鹿から名古屋までとほぼ同じ時間である。
　今さらいっても仕方がないが、三重にいた

中学・高校時代から街道の研究をしてれば
……。三重だけでなく、滋賀や岐阜、奈良の
旧街道、宿場を歩きまくれる土地に住んでい
たのに郷土史への関心がまったくなかった過
去が悔やまれる。郷土資料館で開催された街
道に関する様々な展示も見ることができたの
に残念だ。
　四年前、はじめて草津駅で降り、周辺を歩
いた。商業施設がたくさんあり、町がすごく
にぎわっていた。東海道や中山道の本（古本）
などの写真や図版で見た草津宿の印象とはか
なり変わっている。
　かつては草津駅のすぐ南に“天井川”で有
名な草津川が流れていた。今は草津川は公園

（草津川跡地公園 de 愛ひろば）になっていて、
わたしが訪れたときもたくさんの家族連れが
いた。
　小山和著『古道紀行　近江路』（保育社、
1991 年）によると、「草津川はもとから天井
川だったわけではない。（中略）天保のころ

（1830 ～ 43）から河床があがりはじめ、比較
的短期間に民家の屋根ほど高くなった」そう
だ。
　天井川と化した草津川の下には「旧草津川
隧道（草津川マンポ）」というトンネルがあ
る。この草津川マンポの入口近くに「右　東
海道いせみち」「左　中仙道美のぢ」と記さ
れた道標もある。
　日本の二大街道である東海道と中山道は東
京・日本橋を起点に西へ向うと滋賀県の草津
で合流する。そして草津宿から西は大津宿、
そして京の三条大橋へ。
　『古道紀行　近江路』は「矢

や ば せ

橋道」という
東海道から分岐し、琵琶湖に向かう道も紹介
している。
　東海道の草津宿から南に行くと矢倉という
場所がある。かつての姥が餅屋（現・瓢泉堂）
の角に矢倉道標がある。そこから西に行くと

連載　追分道中記④

近江路・草津宿

荻原魚雷



ー 4ー

琵琶湖畔の矢橋港跡に辿りつく。かつて琵琶
湖の東の矢橋と西の大津の石場は渡し舟が行
き来していた。
　草津宿から東海道を通り、瀬田川の唐橋を
渡って、大津に行く道程より、渡し舟は三
里——約十二キロの近道になった（ただし
舟は有料）。ちなみに「急がば回れ」は江戸
初期の古歌が元の言葉で「武士 ( もののふ )
の　やばせの舟は　はやくとも　いそがば廻
れ　せたのなかはし」と大津～草津間の水路
と陸路を詠んだものからきている。渡し舟の
ほうが早くて近いが、西風が吹くと舟がひっ
くりかえることもあった。だから多少遠回り
になっても陸路を歩いたほうがよいという教
えが、その由来だ。
　草津宿は、東海道に現存する本陣の中では
最大級のものを見学することができる宿場町
でもある（東海道で本陣が残っているのは草
津宿と愛知県の二川宿のみ）。草津宿の本陣
は材木商の田中家がつとめていたことから

「木屋本陣」と呼ばれていた。
　以前、本陣すぐそばの草津宿街道交流館（街
道資料も充実！）に行ったとき、ちょうど「草
津宿珍客往来」という催事を見ることができ

た。江戸期に象や駱駝が長崎に渡り、江戸に
向う。そのさい、途中、草津宿も通った。
　他にもお茶壺道中に関する展示もあった。
お茶壺道中は宇治茶を江戸に運ぶ行事だけ
ど、このルートは京から中山道、甲州街道を
通った。
　東海道のほうが早いが、途中、大きな川が
何本もある（川が増水すると渡れなくなる）。
だからお茶や高級な衣類など、水を避けたい
ものを運ぶときは「急がば回れ」の格言を守
っていたようだ。
　滋賀県は琵琶湖の西側と北側の街道をまだ
歩いていない。近江塩津あたりから福井県の
敦賀にも行きたい。滋賀は再訪したい町もた
くさんある。中山道の醒井宿（米原市）はよ
かったなあ。
　昔、知らずに旅行した土地が宿場町だった
ということもよくある。知らなかったことを
知る。知った先にさらに知らない世界が広が
っている。目的地に最短で移動することばか
り考えていると見過ごしてしまうものがたく
さんある。時間はいくらあっても足りないが、
街道歩きも「急がば回れ」の精神でやってい
きたいとおもっている。
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　私が通う事となった小学校は、アパートか
ら歩いて十分ほどのところにあった。
　父の頻々とした転職のお陰で満足に授業を
受ける事が出来ていなかったので、勉強の内
容がさっぱり分らない。当然の事ながらクラ
スの中では劣等生の烙印がついて廻った。授
業が終ると、皆が掃除をしている間、水の入
ったバケツを両手に提げ廊下に立たされる。
これがいつも同じメンバーなので、ついつい
気安くお喋りをしていると、誰かが告げ口を
したのか担任が来て拳骨が飛ぶ。翌日もまた
その翌日も。気が付いてみたら立たされ坊主
は私ひとりになってしまった。
　でも、何故か天津にいた時のように学校が
嫌いになる事はなかった。それは同じアパー
トの上の階に住む一家とのふれあいによると
ころが大きかったのである。
　この一家には私と同級生の男の子がいた。
これがまたずば抜けて成績のいい子で、同じ
アパート内に最優秀生徒と最劣等生とがいた
訳である。先方は、こちらにはいつも父がい
ない事を知っていたのか、家族揃って我が家
に親切に接してくれていたのだった。
　しかし、そんな楽しい生活もすぐに終わっ
てしまった。父の厦門航路の仕事が終わり、
上海の地を離れることとなったからだ。
　もう二度と来る事はないであろう思い出に
と、両親と私は有名なガーデンブリッジと外
国租界を見物に行くこととなった。でも、「上
海ブルース」の中で唱われていた「涙ぐんで
る上海の……」というロマンチックな景色を
想像していた私達は、見事にその期待を裏切
られたのだった。橋の両側には頑丈な木材と
鉄条網が張り巡らされ、そこには鉄兜を被り、
着剣した銃を持った兵隊が辺りを睥睨してい
る。何とも怖くて橋を渡ることもままならな

い雰囲気である。
　父が恐る恐る傍に行き、何やら手帳らし
きものを提示すると、歩哨は顎をしゃくって　
行け！と言う動作をしたのでどうやら向こう
岸に行く許可が貰えたと分ったので、私たち
三人は橋を小走りに通り抜け、やっとの思い
で外国租界に足を踏み入れたのであった。揚
子江の向こう側は、フランス・イギリス・ア
メリカなど各国の町並みが賑やかに、まるで
別世界に入り込んだような感じがしたのだが、
私は、また帰りにあの橋を渡らなければな
らないのかと思うととても見物どころではな
い。少しでも早く家に帰り着きたいと気もそ
ぞろ。予定では滅多に食べられない外国の料
理を賞味する積りが、ガーデンブリッジから
少し歩いたところで U ターン。三人は一目散
に共同租界へと逃げるように帰って来てしま
った。
　結局ガーデンブリッジを往復しただけの情
けない見物ではあったが、考えてみたら、当
時はすでに太平洋戦争の真只中であり、仮り
にも敵国の町中を見物しようというのは如何
にも不見識な我々であった訳である。
　ちなみに、のちに私と結婚することになる
小宮俊恵も、海軍軍属の父に連れられ、私た
ちと入れ違いぐらいで、一家揃って上海に来
ることになるのだが、もちろん、当時の私た
ちはそんな事は知る由もなかった。
　わずか三ヶ月余りの上海での生活であった
が、実に印象深いものがあり思い出は尽きな
かった。

連載　私が見た戦前の中国・台湾⑭

あっという間に終わった上海での生活

永滝　勇




